










vol.16, 2021

質問に答える文部科学省の奥篤史氏

正しく問題が定義されれば、問題は殆ど解けたに等しい
社会問題の解決を目指したファンディング・プログラムの

立ち上げ、マネジメント、評価を行ってきた政策研究大学院
大学の安藤二香氏（SciREXセンター専門職）は、「政策を論
理的に説明する」というテーマで講演をおこないました。

講演を行う安藤二香 政策研究大学院大学専門職

政策を考える際の手法の一つとしてロジックモデルを紹
介。その観点から、「理想的な状態があり、いまの現状があ
る。その差が問題として捉えられ、問題に対して解決策が出
される」とし、あるべき姿を整理しないまま「現状だけに目
をとらわれてしまうと、対症療法的になってしまう」と注意
を喚起。政策立案に取り組む参加者らに「その提案は、既存
の取り組みや研究では解決できないのか？ボトルネックを捉
えたものか？様々なアプローチ、オプションが考えられる中

で、なぜそれが有効なのか？」と問いかけました。

コロナで顕在化した「課題」は「可能性」
いよいよ3日目。最終発表会を迎えます。最終発表会では、
9つのグループがプレゼンテーションを行い、下記の4つの
観点から審査が行われます。

①課題発見：課題設定の適切さ、着眼点のユニークさ
② 提言立案プロセス： エビデンスの扱い方、客観性、議論の

プロセス
③ 政策提案内容： 具体性、優れた政策デザイン、実行可能性、

新規性
④表現力：理解のしやすさ、質疑に対する対応の的確さ

9つのグループのプレゼンテーションが終わると、得票の
集計・審査へ。集計の結果、今年のスチューデントアワード
は、グループ9に決定しました。なお、このチームは、サマー
キャンプの後、グループワークでのアウトプットを経済産業
省へ提出しました。（下記の写真はパブリックコメントに提
出した瞬間の画面です）

グループ9のファシリテーターを務めたMatthew Brummer 政策研究大学院
大学講師(右下)と飯塚倫子政策研究大学院大学教授(右上)

グループ9のテーマは「現代の国富論 -パンデミック、第4
次産業革命下の経済成長の伴となるAIガバナンス」です。わ
たしたちが人間らしさを保ったまま、AIが人間に適した形で
実装されるためにはどうすればよいのでしょうか。グループ
9はこの問いに対して、AI ガバナンスをおこなう主体（unit）
のあり方・合法性の担保・AI がインパクトをもたらす範囲
の策定・公正な競争が行われるための情報共有・ルールづく

真の問題解決とは何なのか？政策立案の要諦を体得する3日間に

SciREXサマーキャンプ
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りを海外と比較しながら、日本の現状を俯瞰した上で、日本
がとるべき方策を論じました。

続いて、優秀賞の発表です。優秀賞は本来2つのグループ
に授与する予定でしたが、どのグループのプレゼンテーショ
ンも高い評価を得て、審査が難航したため、予定を変更して
3つのグループに増やすことに。審査員が悩みに悩んだ結果、
グループ１・グループ2・グループ7に決定しました。

優秀賞を受賞したグループ1の発表スライド

グループ1のテーマは「ポストコロナを見据えたライフス
タイルイノベーションによる持続可能な脱炭素社会の実現」。
現在のフードロス問題のボトルネックとして 「消費者と事業
者がもつ、商品としての食に対する意識」を挙げ、“足るを知
る社会” への転換を通じた脱炭素社会の実現を掲げ、

①食品廃棄への追加課税
②食品の最適生産・提供事業者への優遇制度

③ フードロス削減テクノロジーの利活用・開発支援をコア施
策として提案しました。

グループ2のテーマは「アフターコロナ時代の研究者によ
る政策への関与のあり方」です。科学者、政策担当者の双方
で、政策形成プロセスにおけるアクター間の見解の相違（言
葉の使い方の違い、政策に対するスタンスの違いなどを理
解・調整し、両者の橋渡しをできるだけの知見・能力をもつ
人材・組織が不足している、という問題意識を提示。学術と
行政の橋渡しができる人材・組織＝中間人材・中間組織と定
義した上で、これらの強化を訴えました。

優秀賞を受賞したグループ7の発表スライド

グループ 7のテーマは、「ポストコロナの学校教育」です。
教員の多忙化、学校へのニーズの多様化など、教育現場にお
ける課題は山積しています。これに関して、外部人材の活用
や教科学習の ICT化などアウトソースを通じた改善策を提示
し、教員がひとりひとりの生徒へ向き合う時間を増やし、ひと
りひとりの高校生が生き生きと過ごせる社会を描きました。

最後に、最優秀賞の発表です。最優秀賞はグループ 4。テー
マは「ミッション志向型イノベーション政策立案のための
ロードマッピング」です。

ミッションの定義づけをしたうえで、グループで挙げた「コ
ロナパンデミックにより浮き彫りになった大都市のレジリエ
ンスに関する課題」を提示。10年後に場所・時間に依存しな
い働き方を実現することに向けて、次の提案をしました。
空　間： 東京圏から地方への移住者を10年間で200万人に

する
移　動：非生産的な移動時間ゼロ社会＆電車遅延ゼロ社会へ優秀賞を受賞したグループ2の発表スライド

17



vol.16, 2021

ツール： ツールの発展による、範囲と内容両面での働き方へ
の貢献

この他、グループ3は日本国内でコロナの感染が拡大した
時期、認知症の人々の死亡件数が（コロナ以外の要因で）増
加したことなどに着目。みちびき（準天頂衛星システム：準
天頂軌道の衛星が主体となって構成されている日本の衛星測
位システム）を通じて、認知症の前臨床段階の人を、行動パ
ターンなどをもとに察知するなど、スペースアプリケーショ
ン活用の可能性を示しました。

左はグループ3、右はグループ5の発表スライド

グループ5のテーマは「COVID-19の経験に基づく今後の
感染症対策」。現在疫学調査を担う自治体や保健所の負担状
況を提示した上で、１水際対策不足に対しては、入国者の管
理強化、２効率的な疫学調査不足に対して、接触確認アプリ
の機能強化することなどを提案しました。

グループ 6 のテーマは「データで解析する科学技術イノ
ベーション」。政策をつくるフローの一番はじめの出発点「正
しい情報収集とはなにか？」に重点をおきました。テーマは

学生から募集し、各自の学生が様々な分野についてのデータ
を分析しました。このうち「国の宇宙探査計画と研究生産性」
をテーマにした発表では、個別の探査計画を予算あたりの論
文数・被引用数を評価・分析し、この結果を施策の提案につ
なげました。

左はグループ6、右はグループ8の発表スライド

グループ8は ｢いつでも、どこでも、だれでも日本食｣を
キャッチコピーに、人的交流を前提としていたこれまでの日
本のブランド戦略、インバウンド戦略の見直しを図りまし
た。対面でのおもてなしができなくなったが「モノ・情報は
移動できる」と、日本食の標準化などを通じた日本食文化の
発信、日本のイメージ向上を提案しました。

結果発表の後は審査員ひとりひとりがコメント。最後に隅
蔵康一政策研究大学院大学教授、青島矢一一橋大学教授が閉
会の挨拶を行い、SciREXサマーキャンプは幕を閉じました。

閉会の挨拶を行う隅蔵政策研究大学院大学教授 (画面左 )、青島一橋大学教授
(画面右)

ご参加・ご協力いただいたみなさん、みなさんのおかげで
今年も無事に開催することができました。ありがとうござい
ました。キャンプは3日間でしたが、ここでの気づきやつなが
りが、未来の皆さまにとって有意義なものとなれば幸いです。

最優秀賞を受賞したグループ4の発表スライド

SciREXサマーキャンプ

真の問題解決とは何なのか？政策立案の要諦を体得する3日間に
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―なぜ、九州大学 科学技術イノベーション政策教育研究セン
ター（以下、九大CSTIPS）の科学技術イノベーション（STI）
政策専修コースを受講されたのですか？
【梶原】偶然、駅に貼られていた九大CSTIPSのポスターを目
にしたことがきっかけです。私はその時、まだ九州大学大学
院修士課程に在籍する理系の学生でした。量子物性という基
礎分野の研究として繰り返し実験を行う日々で、行政や政策
とは遠い世界にいました。研究生活の中で、基礎研究の研究
費獲得などの課題を感じていました。これをきっかけに、科
研費や拠点形成事業といった研究への政策的な支援がどのよ
うに検討・実施され、研究の成果がどのように社会実装へつ
ながっていくのかに興味を持ち始めたことが、九大CSTIPS
の STI 政策専修コースを受講した一番の理由です。また、平
日の夜間や土曜日に開講され、研究活動と両立しやすかった
点も、受講を大きく後押ししました。研究以外にも視野を広
げたことは、研究に対してもよい影響があったと感じます。
　STI 政策との出会いの先に、今まで知らなかった世界が広
がっていきました。これが行政官となる大きなきっかけに
なったと思います。

―では、当初から政策に携わる進路を目指していたわけでは
ないのですね。
【梶原】はい。当初は研究一筋で、民間企業への就職や博士

課程進学を考えていました。しかし、本コースで行われた各
回違う招待講師によるオムニバス形式の講義などが、進路を
考えるきっかけになったと思っています。招待講師として来
ていただいた元行政官などの方々から、携わった政策の事例
をお聞きし、その熱意を直接感じたことで、自分もそういっ
た仕事をしてみたいと思い始めたのです。その方々だけで
なく、九大CSTIPS の先生方から感じる多くの熱意や思いに
よって、私のSTIへの関心が高められていきました。

　長い期間をかけた積み上げが必要だという点で、政策立
案・形成と研究には通ずるものがあるように個人的には思い
ます。学生時代に行っていた実験は、比較的長いスパンで
繰り返し実施するものでした。実験用サンプルのつくり方な
ど、どこか手を抜くと良い結果が得られず、研究材料や設備
を無駄にしてしまいます。こういった研究で身につけた、目
的とするデータに対して、ひとつひとつ確実に積み上げてい
く姿勢は、行政官の業務でも活きていると思います。

―プログラムでは、どのような経験をされましたか？ 興味深
く感じた点などありますか？
【梶原】STI政策の基礎から、経済学、統計学、政策分析など
まで、本当に幅広く、丁寧に、多くを学ぶことができました。
受講する前、当時の自分の専攻とはまったく異なる分野の科
目として、政策論、経済、統計といった分野に対して少し苦
手意識を感じていました。しかし、例えば科学や技術、イノ
ベーションといった語句の基礎概念から、STI政策の歴史、諸
外国の動向、イノベーションの創出プロセスといった、STI
政策や政策論に関するごく基礎的な事柄から丁寧に教えてい
ただいたことで、学びを進めることができました。

　九大CSTIPSの講義はどれも興味深かったのですが、特に、
当時助教として在籍されていた長谷川 光一先生＊による「科
学技術イノベーション政策立案演習」でのケーススタディは
印象深かったです。受講生は興味・関心をもつテーマに関す
る具体的な事例を挙げて、その問題や課題に関わるデータを
重回帰分析などした上で、5~10名ほどの他の受講生にプレ
ゼンし、ディスカッションしました。
　当時の受講生の中で理系学生は私1人であり、他には、九
州大学のMBAや社会人経験をもつ方ばかりでした。それま
での私は、研究室や学会での発表や議論が主で、さまざまな

文部科学省 総合教育政策局
調査企画課　企画係長

梶原 裕太さん（かじわら ゆうた）
九州大学大学院工学府修士課程を2018年に、科学技術イノベーション
政策専修コースを2017年に修了

～基礎研究をはじめとする幅広い研究活動の支援が続けられるSTI政策に貢献したい～

研究と科学技術行政、
両方が分かる人材を目指して

SciREX インタビュー
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バックグラウンドの多様性のあるメンバーが、それぞれ興
味・関心をもつ分野を問わないテーマで自分の考えをアピー
ルして議論することは、とても刺激的でした。また、他の受
講生のプレゼンから、言葉使いや時間配分といった伝え方な
どを学ぶこともできました。

＊）2018年4月に大阪工業大学 准教授として着任。

―プログラムの経験が、行政官としての仕事に活かされたこ
とはありますか？
【梶原】政策の立案や各事業の運営・改善といったさまざまな
場面で活きています。ロジックモデルを理解した上で、必要
なデータをどこからどのように得るか、どうすれば得たデータ
を正しく多角的に読みとれるか、といった政策の基礎や分析
手法を、九大CSTIPSで得られたように思います。 これまで、
AIやスパコンといった情報科学技術の研究開発の振興に関す
る業務や、内閣府や経産省など他省庁との科学技術に関する
連絡や総合調整に関する業務に従事し、現在は、教育に関わる
各種調査業務に携わっています。研究力強化や若手研究者支
援に関する議論を担当した際には、検討を進める上で日本の
研究力がどうなっているのかを、より詳細に把握・分析する必
要がありました。NISTEPの調査結果などを参照し、日本の研
究力の現状や課題を検討・議論しましたが、その際にも九大
CSTIPSで学んだ統計や政策分析に関する知識がとても役立っ
たと思います。また、現在担当している教育分野の調査でも、
調査の実施や結果の分析などで活かすことができています。
　SciREX サマーキャンプでの他拠点大学の学生や先生方と
の接点も含めて、本コースを通じて、さまざまな経験や専門
性を持つ方々との出会いや議論を通して視野が広がり、多く
の知識や考え方を身に着けることができました。これらが現
在の行政官としての仕事にも素地として確実に役立っている
と実感しています。

　今、本コースで学んだ経験を、さらに実践したいという気
持ちが芽生えています。その思いを抱きながら、さまざまな
日々の業務の中を走り続けている感じです。基礎研究を振興
し、その成果を社会実装やイノベーションにつなげるために
は、例えば、研究をどのように評価・分析するかが重要であ
ると思います。しかし、研究に関わってきた者として、特に、
基礎研究は、いつ何がどのように進展していくか予見しづら

いものだと感じます。でも、その予見の難しさが科学技術な
らではの面白さではないでしょうか。その面から、SciREX事
業の研究成果は心強く、引き続きキャッチアップしていきた
いと思います。

―今後、九大CSTIPS の STI 政策専修コースの受講を希望す
る方に向けて、伝えたいことはありますか？
【梶原】実際の研究開発とSTI政策、その両方が分かる人材は、
今後、行政機関を含む色々なセクターで必要になってくると
思います。本コースのような場で幅広く学ばれた方の活躍の
裾野が広がることが、STI 政策の発展への大きな一歩につな
がるのではないでしょうか。
九大CSTIPSのSTI政策専修コースではSTI政策に関する、
政策論や経済学、統計学など幅広い知識の習得と、ケースス
タディを議論する場、色々なバックグラウンドを持つ先生・
受講生との出会いがあります。より多くの方にこういった特
色を知っていただき、ぜひ活かしていただきたいと個人的に
は強く思います。

―ありがとうございました。

プロフィール

梶原 裕太（かじわら ゆうた）
2017年9月にSTI政策専修コースを修了。2018年3月に九州大学大学
院工学府 エネルギー量子工学専攻の修士課程を修了後、同年4月に文部
科学省入省。研究振興局 参事官（情報担当）付、科学技術・学術政策局
政策課を経て、2020年２月より現職。

研究と科学技術行政、両方が分かる人材を目指して
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